
 

 
 

矢印の傾き錯視 

岩田晴太朗（立命館大学総合心理学部） 

この画像の灰色の横線はすべて平行である。しかし, 矢印の列が傾いて見える。この画像の錯視は灰色の横線を挟み込むように配列されて

いる図形の配色パターンによっておこると考えられる。灰色の線の上の段が「白色, 薄い灰色, 黒色, 濃い灰色」で, 下の段が「薄い灰色, 白

色, 濃い灰色, 黒色」のときはそれらの間の灰色の線の右側が上がって見える。しかし, 灰色の線の上の段が「薄い灰色, 白色, 濃い灰色, 黒

色」で, 下の段が「白色, 薄い灰色, 黒色, 濃い灰色」のときはそれらの間の灰色の線の右側が下がって見える。配色は蛇の回転錯視(北岡, 

2020)を参考にした。 

白色と薄い灰色で構成される領域を「明領域」, 黒色と濃い灰色で構成される領域を「暗領域」とする。すると, 明領域と暗領域の中で錯

視が生じており, 明領域と暗領域の境界では錯視は生じないことがわかった。したがって, この画像は灰色の線よりも明るい色で構成された

部分における錯視的傾きと, 線より暗い色で構成された部分における錯視的傾きの両方を含んだものであることがわかる。このメカニズム

は Kitaoka, Pinna and Brelstaff (2004)のカフェウォール錯視系統の基本原理によって起こっていると考えられる。 
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鳴門の渦潮 

杉原厚吉 

（立命館大学「さっかくを⾒る試す遊ぶ学ぶ知覚⼼理学ラボ」プロジェクトメンバー） 

（本務は、明治大学先端数理科学インスティテュート） 

1 枚の静止画なのに場所ごとに違う動きが見えてきます。脳内の動きを検出する細胞はエッジに垂直な方向の動きに敏感なため、エッジ方

向がそろった領域は同じように動き、エッジ方向が異なる領域は違うように動いて見えるのだと考えられます。この仕組みはオオウチ錯視

と同じですが、エッジは直線より曲線の方がより多くの動き検出細胞を刺激することができて錯視が強まるのだろうと私は理解しています。 

 

  



 

 

 
  



 

 

 

 

 

いばらき錯視 

小野史典 1)・佐々木恭志郎 2)・有賀敦紀 3)・山本健太郎 4)・山田祐樹 4) 

1)山口大学  2)関西大学  3)中央大学  4)九州大学 

この錯視は，ひらがなの傾きが過小評価されることを示しています。具体的には，「らき」と「錯視」はどちらも 7°右に傾けているにも関わ

らず，「らき」の傾きが「錯視」の傾きよりも小さく感じられます。また，「おの」など，他のひらがなでも同様の効果が見られます。ただし，

左に傾けると「おの」も傾いて見えます。 

※本作品は小野・佐々木・有賀・山本・山田(2018)の「おの錯視」をアレンジした作品です。 

小野史典・佐々木恭志郎・有賀敦紀・山本健太郎・山田祐樹 (2018)「おの錯視 」 第 10 回錯視・錯聴コンテスト入賞 

 

  



 

 

 

 
 

 

 

バラのエビングハウス錯視 

臼井健太郎 

（立命館大学大学院人間科学研究科） 

茨木市の市の花であるバラを用いて、エビングハウス錯視を作りました。大きいバラに囲まれたバラ（左）と、小さいバラに

囲まれたバラ（右）は、どちらも同じ大きさですが、右のバラの方が大きく見えます。 

 

  



 

 

 

 
 

  



 

 

 

いばらき童子の時空間のひずみ錯視 

北岡明佳（立命館大学総合心理学部） 

近くで見ると波打った縞模様が描かれているが、遠くから見るといばらき童子が隠れていることがわかる。この種の隠し

絵の作成方法はいくつもあるが、本作品はオストワルト表色系的並置混色変換を用いている。オストワルト表色系的並置混

色変換とは、画素を黒色・白色・純色に分解して、それぞれの量を面積として表現する技法である。隠し絵にするために、ま

ず原画のコントラストを下げる変換を行う。その後、そのコントラストの低い画像に対してオストワルト表色系的並置混色

変換を施して作成した。 （いばらき童子の画像は茨木市観光協会の許諾を得て使用） 

→  →  

 

 

  



 

 

 

 
 

 

 

酩酊 

鱗粉あす 

（北岡先生のファン） 

マグリット「白紙委任」のように、上下が入り組んだだまし絵です。 

瓶に入っているのはアルコールです。 

酔ってしまって、上下なのか表裏なのか分からない様子をだまし絵で表現しました。 

適量で酔うとふわふわと気持ちよいですが、飲み過ぎると前後不覚になり危うい状態になることを 

ぼんやりとした色合いで表しています。 

 



 

 

 
 

 

Intertwining Illusion の延長 

黃苡柔（Huang, Yi-Rou） 

（台湾・国立成功大学（National Cheng Kung University, Taiwan）心理学科 1 年） 

本学と立命館大学は国際提携校であり、2024 年 9 月から 2025 年 1 月にかけて、私たちの大学では「錯覚プログラミン

グ」という学部生向けの選択科目が開講されました。この授業では、AI と対話しながらプログラムを作成し、錯視画像を生

成することに取り組んでいます。本作品も、この学習の一環として制作したものです。 

本作品は Baingio Pinna 氏の Intertwining Illusion を基にした錯視作品です。元の錯視は交錯するように見えますが、

私はそれを螺旋状に見えるように改変しました。しかし、実際にはすべての正方形は同心円状に配置されています。 



 

 

  



 

 

 

図１．立体棒グラフの傾き錯視：2022 年茨木市の月別降水量 

 

 

立体棒グラフの傾き錯視 

一川誠 

（元茨木市民，中条幼稚園，中条小学校，養精中学校の出身。ボーイスカウトの茨木６団に所属したことあ

り。現在の所属は、千葉大学大学院人文科学研究院認知心理学研究室） 

図１は，茨⽊市の 2022 年の⽉別降⽔量を⽴体的棒グラフとして⽰したものです 1)。各⽉のグラフの

前⾯となる平⾏四辺形を構成する４辺のうちの２本の斜めの線分は全て垂直から 30 度反時計回りに

回転した⾓度で，⾼さが異なるだけです。ところが，⾼さの低いグラフほど傾きが⼩さく⾒えます。そ

のため，グラフの傾きが全体的に不揃いに⾒えることになります。たとえば，２⽉や 12 ⽉のグラフ

は３⽉や１１⽉のグラフよりも斜めの線分の傾きが⼩さく⾒えることでしょう（なお，⾼さが異なる

棒グラフでは同じような現象が⽣じます。データは茨⽊市の降⽔量である必要はありません。図 2 に

もっと単純な２本の棒グラフだけのバージョンもつけておきました）。 

Y 型接合や L 型接合，T 型接合が⽰されることで，視覚系において⽴体的物としての処理が⾃動的に

駆動されます。この処理の際，低いグラフの傾きが過⼩評価されるようになるものと考えられます。 

1) 茨⽊市統計書 令和 5 年版 
https://www.city.ibaraki.osaka.jp/kikou/soumu/soumu/menu/tokei/ibaraki_tokei/tokei sho/tokei_r5/index.html 

図２．立体棒グラフの傾き錯視(単純版・解説用) 

 



 

 

 

Funny Object 

坂口拓 
（グラフィックデザイナー） 

図創作活動で描いている「Funny Object（おもしろい物体）シリーズ」の 1 つです。パッと見るとなんでもないような図形ですが、よく観

察してみると不思議な構造が見えてきます。3 次元では存在できない物体を 2 次元で表現しています。 



 

困惑の輪 

劉耀成 
（台湾国立成功大学） 

これは運動残効を引き起こす錯覚です。錯覚が視界の大部分を占めるようにしてください。中央の十字架を 30 秒から 1 分半ほど見つめ

ると、視界の中央がめまいを感じるはずです。周囲の円が動いているように見える。這うような、またはパターンに X 字型の光線が現れて

いるように感じ、視線が他のシーンに移動すると、視界の中央に動きの残像が残る、そして見える景色も歪んで見えるでしょう。 

過去には、運動残効錯視を引き起こす可能性のある画像は動的であることが多く、人々が長時間見つめた後、目の運動ニューロンが疲労

し、運動残効につながり、人々が他のシーンでは、逆の動きを感じるでしょう。 

この画像の革新性は、赤、青、黄色の円形リングのシンプルな配置にあり、これにより、静止した状態でも動きの残像を誘発することがで

きます。 



 

 

 
  



Extending Primroseʼs fields（プリムローズの畑を拡張する） 

Chun-Chia Kung（龔俊嘉 クン・チュンチア） 
（台湾台南の国立成功大学心理学部） 

国際提携校の一つとして、台湾台南の国立成功大学心理学

部は、2024 年 9 月から 2025 年 1 月まで、学部生向けの選択

科目「錯覚プログラミング」を開設しました。講師として、立

命館大学北岡教授の名作「プリムローズの野原」を chatgpt で

再現することにしました。数回の複製を経て、ついにコピーに

成功しました。しかし、そこでボトルネックに遭遇しました。

新しいアイデアを思いついて、新しい作品を作るにはどうした

らいいのでしょうか。最初は、左上と右下から右上と左下へと

方向を変えることしかできませんでした。そこで、チョコレー

ト（またはウエハース）のような四角形に組み合わせることが

できないだろうかと考えましたが、結果はまだ改善の余地があ

るようでした（例えば、最後に、より大きな 4x4 の形に拡大

してみましたが、もうこの錯覚は起こらないと感じました。だ

から、とりあえずここでやめておきます。 

Google Colab link: https://colab.research.google.com/drive/1F9jVJkRQIaiMrnC63vCRVERWofNjRpn7?usp=sharing 



 

 
立命館大学・錯視のまち茨木、茨木観光促進のための新たな社会共創価値創出プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

 作品展示中！！ 
 

 

 

本展の詳細につきましては、こちらのウェブサイトをご覧ください。 

https://www.psy.ritsumei.ac.jp/akitaoka/ibasaku/ibasaku2025.html 

 

 

第 1 回 

＠イオンモール茨木・２０２５年 2 月 26 日（水）～3 月 2 日（日） 

表彰式は、3月 2日（日）

15:00～15:30 

ジョイプラザにて 

後援：茨木市観光協会・茨木商工会議所・茨木青年会議所  協力：茨木市 





錯視のまち茨木、茨木観光促進のための新たな社会共創価値創出プロジェクトの紹介 

第 1回錯視・錯覚・だまし絵展（以下本展とする）を運営する立命館大学のプロジェクトです。 

意義・目的（申請書の文面の語句を一部変更） 

(１) 安威川ダム整備事業において、日本最長の吊り橋

事業に錯視を掛け合わせることで、長さのみならず、興

味関心を高める付加価値を加える。「いばらき童子と錯

視」、今般の「吊り橋と錯視」といったコラボを、「錯視

のまち茨木」というキーワードを定着させる契機とす

る。以後も絶えず「錯視」をテーマとした成果物創出を

茨木市観光協会と連携・継続させていくことで、「錯視」

を茨木の観光資源として定着させ、観光客誘致にもつ

なげ、茨木の経済活性化を目指す。 

(２) 本事業に立命館大学総合心理学部が積極的に関与

していくことで、「立命館大学」「総合心理学部」の認知

度を高め、立命館が社会貢献、社会共創価値創出に貢献

する大学としてのプレゼンスを向上させる。 

(３) 総合心理や錯視研究を志す研究者、学生が集う場

所として茨木を盛り上げ、国内外から多様なステーク

ホルダーが関わり耳目を集める場所としての「茨木」を

確立させる。 

現況（2025年 2月） 

(１) 安威川ダム整備事業へに関与については諸事情に

より実行に移すことはできなかったが、「いばらき童子

と錯視」のコラボについては鋭意進められている。茨木

市観光協会との連携のみならず、茨木商工会議所や茨

木青年会議書との連携も、本展において実現した。 

(２) 本事業に関与したのは立命館大学総合心理学部の

一部の教員に留まり、学部をあげた活動ではなかった

が、社会貢献、社会共創価値創出に貢献する「立命館大

学」「総合心理学部」の認知度の向上に一定の貢献がで

きたと考えられる。 

(３) 総合心理や錯視研究を志す研究者、学生が集う場

所として茨木を盛り上げ、国内外から多様なステーク

ホルダーが関わり耳目を集める場所としての「茨木」を

確立させる目標の実現については、これからである。 

今後の展望 

(１) 錯視をお菓子に応用するアイデア 

 
「サイコパイ」（PsychoPie） 

    
「さっかクーヘン」    「ロールシャッハケーキ」 

(2) 錯視をつまみに応用するアイデア 

 
（実際に販売しているわけではありません） 

(3) 錯視をハンカチーフデザインにするアイデア他 

   
--- 

取り組み代表者：前原寛子（立命館大学人間科学研究科） 

取り組み分担者：北岡明佳・高橋康介・高橋潔（以上、総合

心理学部）・石﨑祥之（経営管理研究科）・三宅雅人（社

会共創推進本部）・長谷川哲（総務部）・垰口広和（社会

共創推進課） 

連携協力者：田中雅之・鳥山悟（以上、一般社団法人茨木市

観光協会）・笹井直木・西村宏史（以上、茨木商工会議

所） 



知覚心理学研究のオープンラボ SP LAB 6 の紹介 

立命館大学大阪いばらきキャンパスの H棟の 1階にあります。 

 

 

  




